選 


' KN 


コー リー > 計 コ つ " 39 


ルド 
ら お < ん 


。 aiEcHIGS 


EGHGSJdEdrIGX 


= の 賠 は テク ノ ス ジ シャ バン スー ー バ パー ファ ミ 
、 コン 専 議 ソ フト" 本 個 下 派 くに お くん 」 | 
、 を お 買い 上 げ い た だ きま し て 誠に あり が と 


と りあ つか いぼ うほ う 


う ご ざ いま し た 。 ご 使用 の 前 に 取扱 志 法 、 


0 し よう じょう OHD 日 各 
人 者 な どこ の 「 了 を 
と りあ つか いせ つ 


、 よく お 読み くだ さい 。 な お 、 こ の 「 取 反 説 
明 書 」 は 大 切 に 保 葉 し て くだ さい 。 


し ょ うじ 5 503 い 


(使用 上 の 注意 ) 
@ ご 使用 後 は へ ロア ダブ タ を コン セン ト か 5 el 
いて くだ さい 。 
| % テ レビ 厚生 か ら で き る だ け 離 れ て ゲー ム を し て くだ さい 。 


e 計 間 グ ム を する 財 は 、 健康 の た め 、 約 時 間 さ と に 

、 10-」5 分 の 小 休 目 を し て くだ さい 。 

、 @ 精 思 柳 中 ご で す の で 、 極 市 な 凛 度 案 件 下 で の 使用 や 、 保 管 
及び 強い ショ ッ ク を 避け て くだ さい 。 ま た 絶対 分解 し 

| な いで < だ さい 

英子 部 に 手 を 表 れ た り 、 水 に ぬら す な ど 、 汚 さ な いよ う 

に し て くだ さい 。 改 訪 の 隙 軸 と な り ます 。 

@ シ ン ナ ー、 ベ ンジ ン 、 ア ルコ ー ル 等 の 控 発 油 で ふか な 

昌 = ご < だ さい 。 

、 @ 病 二 ァ ミ コン に ブ プ ジェ クシ ョ ン テ レ ビ (スク リ 


ー ン 投入 区 の テレ ビ ) を 反 参 する と 、 獲 像 失 象 ( 画 
ヤケ ) が 生ずる た め 、 接 続 し な いで くだ さい 。 


呈 


FOR SALE and USE IN JAPAN ONLY 
本 品 の 輸出 、 使 用 営業 及び 賃貸 を 禁じ ます 。 


ロロ NTENT 


旧 SM トー リー と 大 阪 地図 HRC お JC … ロロ 
NICE ー ム を 色 め よう ぜ ! EAN 品 5 
。 メイ ン 避 ステータ ス 画 面 を 見 て くれ | 
DPKKOGOGDPGPEBPOP に Cd 0U8 1 | | 
9. これ が 操作 の や り 方 だ ! 剤 0 3 1p 靖 識 


@ 呈 字 ボ タン くに お (りき ) の 移入 

人 @ 人 ヘボ タン 語 す ・ 調べ る 

、。  @Y ボ タン 日 ボタ ン アタ ッ ク 品 ジャ ンプ 
に 刈 lmK2BIN2 ま sit 2WEiEES5tE 肖 日 押 18 
、 @ ス テー タス を 見 る 

きり よく を つか う 

@ ご う ぐ を つか う 

@⑯ そ う び を する 

@ す て る 


上 弓 . みん な まとめ て ぶっ と ば せ 1 ………… gh 


@ 敵 を ぶっ と ば せ | 
まち ひと に 
。 。@ 符 の 人 を ぶっ と ば せ | [ 
、 B. と に か く ・ な に より ・ セ ー ブ で 安心 | 


義朝 症 暫 語 EDEN 提 還 四 昌 引 還 月 RSEEDOUEEKTGSERRIRD お GR P 
| / 迷 放 の 拉 を 業 伏 す る ぜ | NH 4 
| 日. 色々 な 道具 が いあ る 6 だ 人 せ 員 に ee ら フ 7 
| ロ . 気力 の 紹介 了 員 pH | 3 1 
、 10. た め に な る (P) 大 阪 弁 講座 …………… づら 
、11. 説明 療 を 読ま な いあ な た に …………… 85 
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プレ スム トー ワー こ 


大 恋 妙 屋 
と うき よう えき 。 。 は っ し や 物 S よこ う せ ん よう で ん し や 。 、 
東京 駅 か ら 発車 し た “修学 旅行 専用 電車 が 


で ん し や 


者 駅 を 通過 し て 行く 。 そ の 電車 の 中 に は 「 く < 
に お 」 た ち 失 血 高校 の 年 生 が 乗っ て いた 。 
目的 地 は 「 お 笑い 」 と 「 食 い 倒れ 」 の 街 、 大 
阪 。 、 
江 れ て 上 っ て いた 「 く に お 」 は 、 ひろ し の 風 
で 自 を 覚まし た 。 

人 還 お 昌 ょ し の る が を 和 半 し と くれ 
SSM ー 緒 に 街 さ う よ !」 
(よし ひろ っ て … あ の 転入 生か … そ うい えば 
犬 阪 か ら 来 た と か 言っ て た も ん な ) 

くに お の 征 に 、 大 阪 へ の 一 着 を 告げ る アナ ウ 
ンス が 聞こ えて ぎ きた 。 


@⑳8SAKA MAE 


ダー ム を 

交 め よう ゼノ 
| カセ ッ ト を スー パー ニッカ 
> ミコ ン 本 体 に 差し 込み 電 
較 # ス イッ チ を ON に し て 
1 本 くだ さい 。 ロ ゴ の 後に 続い | 
6 この よう な タイ トル 画 箇 に 多 り ます 。( タ | 
イト ル 画 苗 で 休 も 入力 し な いと デモ 箇 曽 が 映 
し 出さ れ ま す 。 この 時 に Y ボ タン も し く は ス 
ター ト ボ タン を 近 し て も この 箇 苗 に 変わ り ま 
す 。) [ 


) ゲ - - ム - ド の 決 天 定 

フレ イヤ ー は 1P PLAY」 か 「BP 
PLAY」 で 遊ぶ こと が で き カ ー ソ ル を 字 
ボタ ン で 動か し Y ボ タン で 決定 し ます 。 

1P PLAY…1 人 で 遊び た い 時 に 選ん で 
くだ さい 。 HUHEHHINH 
8P PLAY…B 人 で 遊び た い 時 に 選ん で 
くだ さい 。1P は 「 く に お 8P は 「 り き 」 に 
NN 


| @ 初 め て ゲー ム を する 韻 
証 "%c ッ ー ム を する 


ァイル 選択 画 面 で 空 | 
て いる ファ イル を 選ん で 、 
アイ ル 名 を 登録 を し て | 
くだ さい 。 了 ソル を 合い た い フ 
ァイル まで 動か し 、  Y ポ タン で 決定 し ます 。 


ァイル の 工人 が 凌 っ た 

5 凍 g フ ァ ァイル 

に 名 前 を つけ て く だ ざさ UN。] 

3 叶 ボ タン の FE 下 涯 で 

勤 か し 、 YR タ ン で し て お きま す 。 
績 科 電 00 
ー ソ ル を あわ せ て Y ボ タン で 決定 し て くだ さ 

ファ イル 名 の 登録 が 終る と オー ニッ 2 


まり ます 。 


※ ゲ ー ム 中 の キャ ラク ター の 名 前 を 1P < 「 
に お 。、 ロ 「 り き 」 か ら 変え る こと は で きま 
せん 。 


の 縛 き を する 場合 
カー ソル を ポタ ン で 六 か し て 、 導き を 
め た い フ ァイル を 炉 び Y ポ タン で 濯 條 し て くだ 
さい 。 六 に セー ー ブ プレ した 状態 で ホテ ル 天 阪 か ら 
続き が 始ま り ます 。 』 
※ ら ロ PLAY の 旧 合 は 1 P の スト ー リコ 
の 続き で 銘 ま り ます 。 | 


@ 由 載 を 消 し て 新しく 始め た い 昌 人 


本) ブー ソル を 十字 ボタ ン で 
3 動か し て “きろ く を けし 
て は じ め か ら ” に 合わ 

- せ て Y ボ タン で 決定 する . 
で 直 上 部 の 表示 か “どの きろ く を けし | 
が PE 導 り ま すそ の ou 間 
度 カー ー ソ ル を 竹 字 ボタ ン で 動か し て 、 消 し て 
や 催 い ファ イル を 選び Y ボ タン で 決定 し て く 
だ さい 。 フ ァイル を 決定 する “この きろ く を 
けし て も よろ し いで すか や ” ご 表示 され ます 
の で 良く 御 認 を し て 、 . フ ァイル を 消し て も 良 
い 場合 は “は い ” を 、 消 し た く な い 場合 は 
いえ ” を 層 字 ボタ ン で 選ん で Y ボ タン で 半 ん 
で 決定 し て くだ さい 。 1 
* 少 し て し まっ た ファ イル の 牛 科 は 8 虐 半 
り ま せん ! 気 を つけ て くだ さい 1 
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メア ンス テー タス 
硬 記 を 見 て ぐれ ノ 


_@ メ イン 面 攻 


た いり よく げん ざい 


| @ 体 カメ ー タ ー: に 5、S の ap 押 


、 よく あか い 


大 未 色 の メー 多 了 ー で 示し ます 。 くに お か ダ 語 
| メー ジ を 受け る と 減っ て いき 、D に な る と 木 請 


テル に 戻さ れ て じまい ます 。 


た いり よく 


 @ 傘 力 メー ター : くに お (りさ ) か 山 や 侍 の 


| 人 に 政 撃 し た た り 話し を 聞い た りす る と その キ 
ヤラ の 名 蘭 と 寺 邊 の 体力 が 表示 され ます 。 
 @ メ ッ セ ー ジ ウインド: 街 の 人 や 、 英 か ら 聞 
いた メッ セー ジ が 表示 され ます 。 コ マン ド も 
| ここ に 表示 され ます 。 
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ニン うら ゴ カ イ リサ Sーー 
な いる よる 1 ぶろ 
UNO が ぐ ロ 
きら まく 
に 
PD 


と うき (4 
ao り Da< : 
うん の よさ (| 5 


コマ ント < ステ ー タ メ を 上 を 
する と ステ ー タ ス 箇 曽 を 見 る こと が 出来 ます 。 
な まえ : すず 1P は "くに お "、8P は "りき " 
で す (変え る こと は 出来 ませ ん )。 
レベ ル : くに お (りき ) の 強 さ を 示し ます 。 
赤 休 に 応じ て レベ ル は 上 が り ます 。 また レ 
ベル が 上 か る こと に よっ て 、 各 パ ラメ ー ター 
の 数 値 も 上 が り ま す 。 

だ いち ょ う : <Fa og o 計 oi 
et 


ーー され て し まい ます 。 
さい だ いだい り よ く 3 ( 
09 


「 


の レベ ル で の 最大 体力 で す 。 ホ テル で る こ 、 


いだい た いり よく 


た いり よく か いぶ く 


この 孝 値 まで 体力 が 回 衝 し ます 。 


つが 


きり よく : 力 を 使う た め に 必要 な 坊 (マジ 


』 クボ イン ト ) で す 。 気力 を 使う と 、 合っ た 


き り ょ 《 おう 


1 気 に 応 じ て 減っ て 行き ます 。 


さい だ いき り の よ ぐ : くに お (りき ) の 、 ES の 


レベ ル で の 最大 気力 で す 。 ホテ ル で 忠 る と 、 
その 数 値 まで 気力 が 回 復 し ます 。 


ちか が ら : くに お (りき ) が 政 還 を し た 時 に 与 


| える ダメ ー ジ の 基本 族 條 で す 。 時 
す ぼ ゃ さ : この 数 値 が 高 ミ い ほど 、 移動 スピ ー 


ド が 上 が り ま す 。 “ 寺 " を 装 人 備 する こと に よっ 


て 、 上 げ る 事 が 出来 ます 。 


こう げき り の よく : "ちか ら ” の 数 値 に 、 く に お 


(りき ) の 装備 し て いる 起 衝 の 人 を 足し た 数 値 


で す 。 強い 避 衝 を 打 備 す る こと で 上 げ る 事 が 


出来 ます 。 


し ゅ びり よく : この 数 値 が 高 い ほど 、 敵 か ら 


0 ー ジ が 小さ く な り ま す 。 “つら じ * 


生ま 


うん の よさ : 普段 は 一 忠 の 慎 で すか が 、 あ る こ 
と を 待 うと 変え る こと が 出来 ます 。 
けい けん ち : 没 を 倒し た り 、 イベ ント を クリ 
ア し て 得 た 経験 仁 の 合計 で す 。 経 験 人 が 増え 
る と 、 くに お (りき ) の レベ ル が 上 が り ま す 。 
き : くに お (りき ) が 玩 生 備 し て いる 臣 。 
吉 の 名 前 で す 。 1 
うじ : <E ぉ (の 3) が 3 誠 し て いる 
異 地 (防具 ) の 名 前 で す 。 ' 
< つう : PD 件 Li 
の 名 前 で す 。 9 了 


こ ご れ が 央 條 の 
や ク 訪 だ ノ 


(て 上 ) ボ タン (日 ) ポ タン 


(ボタ ン 


(① ボ タン 
(⑳ ボ タン 


m 放 ボタ ン - セレ クト ボタ ン 


@ で 字 ボタ ン (歩く ・ カ ー ソ ル の 移動 ) 
④ 歩 く : 必 字 ボタ ン を 押 

し た 方向 に 、 く に お 信 - 
さき ) が 歩き ます 。 上 下 を アル N 
右 、 各 終 め の 8 方 向 へ の い マ ンー ルル 


OO 8 
移動 か で す 。 ダグ 
@ 隊 独 ける : 角 れ て いる グン 人 、 ヽ 


相 ま の 下 で で ポ タン の / / M 
下 を 次 す と 、 相手 に 藤 負 ノ / 

( 恋 ま 9 記 に Nb き 

③ カ ー ソ ル の 移動 : コマ 
ンド な ど で カ ー ン ル (b) 


の 移動 を 行い ます 。 


@ 人 ボタ ン (話す ・ 調べ る ) 
ぐ ③ 語 す : 街 の 人 な ど に 近 
付い て A ボ タン を 押す と 、 芝 % 
話し を 聞く こと が 出来 ま ~ 
す 。 ま た メッ セー ジ 申 に い 
カー ソル (p) が 表示 さ ぺろ 

れ て いる 時 は 、A ボ タン 

か Y ボ タン を 押す と メッ セー ジ の 続き が 見 ら 
れ ます 。 

@ 調 べ る : 他 の キャ ラク ター が 近 F く に いな い 
状態 で 、 調 べた い 場 所 に 近付い て 人 ボタ ン を 
揮 す と 、 くに お (りき ) の まわ り を 調べ る 事 
が 出来 ます 。 


候 日 ボタ ン (ジャ ンプ ・ キ ャ ン セ ル ) 
④ ジ ャ ンプ : 垂直 ジャ ン 
プ を し ます 。 長く 日 ボタ ウジ 
ン を 押す と 、 スッ 
プレ ます 。 また 呈 字 ボタ 
ン と の 組み 合せ で 、 B 廊 
向 へ の ジャ ンプ も 出来 

ジャ ンプ 中 に 本 字 ボタ ン ンー 
を 押す と 空中 で 向き を 変え られ ます 。 

② キ ャ ン セ ル : コマ ンド の キャ ン セ ル を 符 い 
ます 。 


こう げき 


@Y ボ タン (攻撃 ・ ア イ テ 
④ パ ンチ : 稲 手 に 近付い 
て Y ボ タン を 押し ます 。 
@ 対 り : 相手 か ら 少 し 離 
れ て Y ボ タン を 押す と 距 
り を 出し 、 倒 れ て いる 粗 
手 も 踊 る こと が 出来 ます 。 
⑨ 科 づ か み : 前 か ら 相手 に 接近 し て Y ボ タン 
を 控 す と 様 づか み を し ます 。 
@ 答 づか み キッ ク : 近づか み 】 
を 押し ます 。 

⑥ 回 の 込み : 接 づ か み の 状 態 で や 字 ボ タン を 
進行 廊 向 に 入れ な が ら 、Y ボ タン を 押す と 届 
全 い 導 め の 状態 に 回 り 込 み ま す 。 

@ 列 交 い 締め : 後ろ か ら 相手 に 接近 し て Y ボ 
タン を 押し ます 。 呈 邊 

② 玖 交 い 締め 落し : 選 交 い 綿 め め 状 態 で Y ボ タ 
ン を 押す と 、 相 手 を 締 
潮 じ ます 』 

@ 髪 づか み 起 こし : 倒 
れ て いる 相手 に 接近 し 
て Y ボ タン を 近 す と 、 
相手 の 藤 を つか ん で 引 
き 起 こし ます 。 


よう 


態 で Y ボ タン 


還 ( 腰かけ パン チ ( Level0): 
、 相手 に 臓 か けた 状態 で Y ボ イ 


。 ⑨⑬ 科 づか み 投 げ (Level') : 接 づ か み の 状態 
、 中 字 ボ タン を くに お (りき ) の 背中 の 方 に 列 


較 ます 。 
。 ⑳⑲ だ め パ ンチ (LevelB) : Y 
、 ボ タン を 押し 続け る と 挙 に 


あい て と き 


op パ ンチ (Leyefg): ): 相手 が 洛 み 所 科 の 時 


つう じょう 


に 近付き Y ボ タン を 押す と 通常 の パン チ よ り 


彼 壊 力 の ある 決め パン チ を 出し ます 。 
0 相手 が 届 み 状態 の 時 
に 少し 離れ て Y ボ タン を 揮 す と 相手 手 を 吹 っ 飛 
ば す 決 め キ ッ ク を 出し ます 。 
⑬ ジ ャ ンプ キッ ク (LevlB) : ボタ ン と 全 字 
ボタ ン を 押し て 左右 ジャ ン 
プ を し て いる 時 に Y ボタ ン 
を 独 す と ジャ ンプ キッ ク を な 


出し ます 。 


iT 


ん // 
4 


タン を 押す と 腰かけ パン チ を 出し ます 。 


し な が ら Y ボ タン を 押す と 補 づ か み 投げ を し 


カ を た め 始 め ま す 。 力 が た = 
まっ た 状態 で Y ボ タン を 離 
す と 一 - 発 で 相手 を 吹っ飛ば 
す 、 た め パ ンチ を 出し ます 。 


⑯ 征 籠 切り (LeveB3) : 日 ボ 

タン を 押し て 垂直 ジャ ンプ 

を し て いる 時 に タイ ミン グ 

良く Y ボ タン を 探す と 延 和 / 未 
切り が 出せ ます 。 ピ ンチ 4 
時 に 一 発 逆 転 が 
狙え る 技 で す 。 920e ぞ デマ 
⑯ マ ッ / V \ ン チ (Levelg) Y ボ タ ン を 代用 す 
る と 超 井 所 の パン チ を 繰り 出し ます 。Y Y ボ タ 
ン を 連打 し て いる 間 、 パンチ を 出し 続け ます 。 
ジャ ー 1 2 に プレ ックス (Level8): 羽 
交 い 締め の 状態 で 守 字 ボタ ン を くに お (りさ ) 
の 半 中 の 方 に 押し な が ら Y ボ タン を 押す と 、 
紹 大 な 彼 了 力 を 持つ ジャ ー ンタ 、 2 二 プ レレ 


クス を 出し ます 。 


| 


ワイ テム を 持つ : アイ テム 
MO 
と アイ テム を 持ち ます 。 ア 、 
イ テ ム に は 汚 放 " で 壮 っ 
聞こ ' 軍 で 条 5 上 け / 
物 が あり 商 ま で 持ち 上 げ て い - 
いる 購 は ジャ ンプ する こと が 出来 ませ ん 。 
アイ テム を 振る ・ 投 げ る : アイ テム 持ち の 折 
態 で 、 相 手 に 近付い て ヤ ボ 
タン を 押す と アイ テム を 振 
り ま す 。 ま た 離れ た 場所 で 
) Y ポ タン を 抑 す と アイ テム 
! を 投げ ます 。 邊 手 の い な い 
時 も 投げ て し まい ます 。 
決定 : コマ ンド や 選択 肢 の 決定 を し ます 。 


@ ス ター ト ボ タン (コマ ンド ウィ ンド の 剛 月 ) 
の ① ウ ィ ン ド を 開く : ゲー ム 申 に スタ ー ト ボ タ 
ン を 押す と ポー ズ 状 態 に な り 画面 下 に コマ ン 
ドウ ィ ン ド が 開き ます 。 

②@ ウ ィ ン ド を 閉じ る : コマ ンド ウィ ンド か 龍 
いて いる 状態 で スタ ー ト ボタ ン を 押す と ウィ 
ンド を 義 じ て ゲー ム に 諾 り ます 。 


に な り 、 直 苗 下 の メッ セ 
] 細工 一 ジウ ィ ン ド に コマ ンド 
ウィ ンド を 開き ます 。 ウ ィ ン ド 内 の 5 つの コ 


マンド か ら 使い た い 物 を カー ソル で 選択 し 
ボタ ン で 淡 定 し ます 。 また 、 ス ター ト ボタン 


語 で メイ ン 画 商 に 戻り ます 。 
| @ ス テー タス を みる 
| ステ ー タス 箇 衝 で くに お (りき ) の 北 さ や 


レベ ル な ど を 魏 る こと が 出来 ます 。 5 装備 
旧 し 直 し し た 時 な ど 稚 認 し と きま し ょ う 。 


| @ さ り ょ く を つか う 1 
容 く に お (りき ) が 覚え て いる 気力 の リス 
| ト が 家 示 され ます 。 カー ソル を 動か し 使い た 
| い 気力 を 選び Y ボ タン で 決定 し ます 。 また 所 
| カリ スト 家 示 時 に ボタ ン を 郊 す と キャン セ 


、 げん ざ 


ト 


| ル れ ます 。 先 坊 に は 各 測 太守 が ある の 


きり ょ ぐ ~ しょう ひ りょう 


園 で 、 幸生 力 が 倍 お うと する 気力 の 消 人 


間 に ※ り な い 近 合 "きり ょ く が た り ね え ぞ と 
1 じ 、 よ う 江 


CURE ん 


Ne ン 画 2 0 
すこ ホー スズ 


ご うる あな つか うこ 和 中 
人 < Os) が あっ cu リスト | 


が 表示 され ます 。 道具 は 1 人 最大 82 個 ま で 持 


て ます 。 カ ー ソ ル を 動か し 使い た い 道 具 を 選 . | 
び 、 Y ボ タン で 肖 定 し て くだ さい 。 また 、 日 | 
ボタ ン を 近 す と キャ ン セ ル で きま す 。 
@ そ う び を する 

挫 < に お (りさ) が 和仁 っ と いる 叶 貞 の 第 か 
ら 装備 で きる 道具 (武器 ・ 斉 地 ・ 靴 ) だ けが 


0 よう じ 


| 表示 され ます 。 カ ー ソ ル を 動か し 装備 し た い 


| どう で 


を 軒 び Y ポ タン で 天 定 し て くだ さい 。 


れれ 


装備 し て いる 道具 を 外し 選ん だ 道具 に 装備 し 
直し ます 。 リ スト 表示 中 に B ポ タン を 押す と | 
装備 する 事 な く キャ ン セ ル し ます 。 
@ す て る 


上 睦 < に j ぉ (の ) か 符 っ て いる 人 貞 リス ト 還 


| が 表示 され ます 。( 既 に 装備 し て いる 道具 は 除 


<)。 座 て た い 員 を 鐘 び Y ポ タン で 決定 する 還 
と 「 捨 て る ぞ o」 と 聞い て くる の で 、 良く 籠 


| 語 を し て 必要 の な い 道 具 で あれ ば “は い *、 必 


炎 で あれ ば ^ い いえ " を や 字 ボ タン で 選び Y 1 


じ ちゅう 


ボタ ン で 決定 し て くだ さい 。 リス ト 表 示 中 に 」 


-B ボ タン を 押す と 何 も 捨 て な いで ゲー ー ム に 戻 較 
り ま す 。 ま た 定期 券 ・ カ ー ド ロッ ク 等 ゲー ム - 


の 人 上 各 欠 な アイ テム は 挫 て る 一 か で き 


緒 (表示 な し )。 0 


みん な まこ と めで て 

ぶつ と だ ゼノ 

上 es 譜 を ぶっ と ば せ | 

| 千 を 歩い て いる 時 、 敵 が 現れ る と 戦闘 モー ド 


り ま す 。 戦 財 が 始ま る と 、 くに お (りき ) 


計 識 の いる 一 画商 に 戦 詳 エ リア が 碗 生 、 戦闘 は 必 
ず こ の エリ ア 内 で 行わ れ 、 戦闘 が 終了 する ま 
で 解除 され ませ ん 。Y ボ タン な ど で 敵 を 攻撃 
し て エリ ア 内 に いる 敵 を 全て 倒す こ 戦 闘 は 終 
且 了 し ます 。 

間 間 が 終了 する と くに お (りき ) が 倒し た 江 
の 分 だ け 経 険 舘 を 手 に 入れ る こと が 出来 ます 。 
また 最後 に 倒し た 貢 が 道具 を 落す こと も あり 
ます が 、 落 し た 道具 を 手 に 入れ る こと が 出来 
る の は 、 最 後に 敵 を 倒し た プレ イヤ ー だ け で 
す 。 


s 欄 3 
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@ 行 に いる 人 を ぷっ と ば せ ! 
箱 を 歩い て いる 人 を 攻 

局 し て 倒し て も 、 綴 験 
値 や 道具 が 手 に 入り ま 

す 。 そ の 場合 は 戦闘 エ 

リア は 発生 し ませ ん 。 

@ 助 っ 人 現 る !p 

戦 同 が 始ま る 時 に 、 街 の 人 か * 助 っ 人” と し 
て 戦闘 に 参加 する こと が あり ます 。 " 勤 っ" 
は 、 く に お (りき ) の 味方 を し て くれ る 場合 
と 貢 に な る 場合 と が あり 、 味 方 に な っ た 場合 


し ゅ うり 


は 戦闘 が 終了 する まで オー ト で 敵 を 攻撃 し て 
くれ ます 。 た だ 、 了 味方 の “ 名 っ 和信” が 戦中 
に 遇 切 っ て 敵 に な る こと も あり ます の で 気 を 
付け て くだ さい 。 

※“ 助 っ 人 ” が 倒し た 敵 の 分 の 経験 値 は 手 に 入 
り ま せん ! 

@ そし て … レ ベル アッ プ だ 1! 

敵 、 も し く は 一 般 人 を 倒し た 時 点 で 、 経 験 人 
が 一 定 の 値 に 達し て いる と ブ プレイヤー ー の レベ 
ル が 上 が り ま す 。 プ レイ ヤー ー の レベ ル が 上 が 
る 事 に より 各種 バラ メー ー タ ー が 上 が っ た り 色 
色 な 技 を 覚え ます 。 レベ ル ア ッ プ し た ら ス テ 
ー タ ス 画 面 で 確認 し まし よう 。 


ご に か ぐ ・ な に よ ク グ ・ 
過 セー プ で 安 必 ノ 
ター プ e 全 7 
、 だ さい 。 後 で 遊ぶ 時 に その 続き が 出来 ます 。 
また 続け て 遊ぶ 時 も こま め に セー ブ を し て お 
く と 良い で し ょ う 。 

@ 話 し か けれ ば ば っ ちり セー ブ ! 
“ホテ ル 大 阪 ・BF” に 
は 熱血 高校 の 仲間 の “ こ 
うじ ” が 、 く に お や りき 
が 来る の を 待っ て いま す 。 | 
の ・ に あか っ て A ポ タン を 放し て 
か ける と 、 ゲ ー ム を 将 め る と き に 選ん だ ファ 
イル に 現在 の 状態 を セー ブ し て くれ ます 。 “ こ 
うじ ” が 「 ば っ ちり 覚え て お く ぜ | 」 と 言っ 


し ゅ う りょう 


7 ら セ ー ブ プ ブ 終 了 で i8 


※ セ ー ブ す る と 、 
その ファ イル に 入 
っ て いた 前 の 記録 
は 消え て し まい ま 
す 。 気 を 付け て く 
だ さい ! 


ゲー ム を 進め て 行く うち 

居 “テレ 培 委 一 ド を 

手 に 入れ る こと が 出来 ま 

す 。 テ レ ホ ンカ ー ド を 手 

に 入れ る と 、 千 に ある 公衆 電話 を 使っ て セー 

プ ブ す る こと か 出来 る よう に な り ま す 。 公衆 電 

話 に 近付い て ボタ ン を 押し て 、 調 べ る と 「 で | 

ん わ を つか う の か や 」 と 聞い て きま す 。 セー 

ブ を する 時 は “はい” を 、 そ う で 無い 時 に は 
"いい え " を カー ソル を 動か し て 選び 、Y ボ 

タン で 決定 し て くだ さい 。 ゲー ム を 始め る と 
に 選ん だ ファ イル に 現在 の 状態 を セー ブ し 

て くれ ます 。 く に お (りき ) が 「 ば っ ち ぐ ぅ | 」 
と 言っ た ら セ ー プ 終 補 で す 。 

※ 続 きか ら 始 め た 時 は “ホテル 大 阪 ” か ら 婚 

まり ます 。 


お お さか あん な し 


大 販 の 徐 を 業 内 
すず る だ ぜ / ノ 

くに お (りき ) は 天 孤 の 色々 な 涯 へ 行っ て 活 
曜 す る こと に な り ま す 。 各 街 に は 様々 な 施設 
が あり 、 そ れ ら を うま く 利 用 する こと が ゲー 
ムク リア へ の 近道 に な る で し ょ う 。 

析 由 、 
通称 “キタ "。 “大阪 駅 
や “ 窒 堂 筋 線 梅田 駅 "“ 大 
阪 電鉄 梅田 駅 "など が 集 “ 
まる 大 阪 の 玄関 こも 言え る 街 で 、 東 京 か ら 来 。 
た くに お と りき が 行動 を 開始 する 街 で も あり 
ます 。 “ウメ チカ "を 中 心 と し た 灰 く 覆 雑 な 地 
不 街 に は 、 行 動 の 拠点 と も 言え る “ホテ ル 大 
阪 ” や 阪神 ファ ン の 集まる “タイ ガー スシ ョ 

ッ プ " が あり ます 。 朝 ・ ダ は “サラ リー マン " 

や "学生 "を 中 心 と し た 通勤 ・ 帰 近 ラ ッシュ で 
賑わい 、 徐 に は “曽根 有 崎 新地 "帰り の “ 瑞 っ ぱ 
らい ” が 歩い て いま す 。 
@ 心 橋 

普 か ら あ る デパ ー ト や 著 
者 向け の 店 が 並ぶ ショ ッ 
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則 こい て 川 の 上 に は えび す ば し (ナン バ 精 ) 


較 も し せっ 
信 街 の 施設 


ビン グ の 街 で す 。 地下 街 も ある 街 は 昼 は デバ 

ト で 軸 物 を する “お ば さん ” た ち 、 後 は 宗 
石門 町 帰り の * 且 っ ば らい” で 剛 わ いま す 。 
また 心 橋 の 外れ に は 通り の 名 前 に も な っ た 
* 心 詠 橋 ” が 現在 は 歩道 構 と し て 名 残 を 残し て 


いま す 。 

@ 侍 流 

通称 “ミナ ミ "。 キ タ ( 和 
田 ) と 並ぶ 上 華 街 で " 食 
い 侍 れ と 笑い の 天 阪 ” の 

家 徴 の よう な 街 に は ^ 御 
堂 肪 線 な ん ば 駅 " と “* 提 肪 綿 な ん ば 駅 " の 


駅 と < ゲー 本 の ーー " が あり 、 沢 山 の 人 で 


す ば し すじ 


司 わ っ て いま す 。 また 玉 訪 の 外れ に は 、 川 


どう と ん ぼり が わ な が 


合い に 大 き な 看板 が か けら れ た 道頓堀 が 流 


や 1985 年 に “阪神 ファ ン ” に 占 才 さ れ た ロッ 
テリ ア が あり ます 。 


ホテ ル 大 阪 : 梅田 に あり 
ます 。 ら F に は 、 く に お 
(りき ) の 部 屋 と セー ブ を 
する 時 に 利用 する 、 こ う 
じ と げん えい の 部 屋 が あり ます 。 く に お の 部 


屋 の ペッ ド の 上 で A ボ タン を 押す と * 寝 る " 
事 が 出来 ます 。 一 晩 弓 る と 体力 と 気力 が 全 回 
復 し ます 。 
駅 電車: 汗 等 に あり 、 
街 か ら 街 へ の 移動 に 利用 
し ます 。 " 定 朋 "な ど を 手 
に 入れ て いな いと 犠 へ の 
出入 り は 出来 ませ ん 。 地下 線路 を 歩い て 隣 の 
駅 へ 行く こと も 出来 ます が 、 秋 車 に 過 ね られ 
な いよ うに 気 を 付け て くだ さい 
自動 販売 機 : 名 街 に あり 
“ ひ や し あめ "な どの 道具 
を プリ ベイ カー ド を 使っ 
て 買う こと が 出来 ます 。 
上 の 衣 に ちっ て A ポ タン を し 月 
べ る と 利用 出来 8 また 買っ た 道具 の 値段 の 分 
だ け カ ー ド の 度数 が 減り ます 。 
ゲー ムセン ター : 難波 に 
あり ます 。" ス ロッ トマ シ 
ー ン " “アイ テム キャ ッ チ 
ー" “キッ クア ウト "の 議 
3 種類 の ゲー ム が あり 、 そ の 前 で へ ボタ ン を 
押せ ば 遊ぶ こと が 出来 ます 。 利 用 し た ゲー ム 
の 分 、 カ ー ド の 上 度数 が 減り ます 。 
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導 を な 導 邊 が 

ュ ッ | ある ん だ が だ ぜ / 0 
道内 に は “くに お (りき ) が っ て 、 謙 っ た 
り 投げ た り 出来 る 道 委 ” と "使っ た り 3 備 し 
た りす る 道具 ” “ゲー ムク リア に 必要 な 道具 
の 3 種 席 が あり ます 。 ほとん どの 中 邊 は 税 う 
事 の 出来 る 回 数 が 決め られ て いて 、 それ 以下 . 
使う と 料 れ て な く な っ て し まい ます 。 

@ 振 っ た り 投げ た り 出来 る 道具 

まく ら メガ ホン 木刀 . ゴネ エゴン 人 
鉄 パ イブ スタ ンカ シ 着 板 EE 才 


き 


つか どう 


倍 っ た り 義 備 し た りす る 具 ( 
・ ひ や し あめ (度数) : 休 旋 


- 約 15 ポ イン ト 回 竹 
り | ウイ スバ ー( 度 数 8) : 徒 を. 
| 50 ポ イン ト 回 衝 9 


ど ず う 


すこ ん (度数 ら ): 志 力 を 10. 
- ポイ ント 回 復 2 
あたり まえ プラ ッ カ ー (度数 
| 2) : 気力 を 70 ポ イン ト 回 復 
居 | ゲロ リン (上 米 1): 体罰 を 約 
HH、 気力 を 10 ポ イン ト 回 衝 
計 に ドッ グマ ン ( 庶 数 8): 体 あ 約 
30. 気力 を 80 ポ イン ト 同 答 
隊 フリ ベイ カー ド (人 島 ) : 自 
較 動 販 売 機 な ど を 使う 時 に 必要 
、 で す 。 合っ た 分 だ け 度数 が 減 
人 0 り 1 枚 の カー ド に 最大 99 ま で 
- . 度数 が 褒め られ ます 。- 
っ - タワ シー PR ド ( 非 売 呈 ) : 
5 9 
2 クン テル 大 阪 まで 連れ て 行っ て く 
- れ ます 。 1 枚 の カー ド に 最大 
時 まで の 度数 か 周 め ら れ ます 。 


人 し た 投信 する お 


ぼう えい り ょ よく 


っ 2 の ss 和 の 
W に 立つ の か TU 


生命 の 守秘 を 見 られ ます 。。 


間 も ら EE 装備 する と 基 . 


げき り ょ 


タ 。 倒 力 が 上 が り ます か 、 あ まり 
強く は 無い 様 で す 。- 


か た ち 


早 の 指輪 ( 非 発 唱 ) : 能 の 形 を | 


り ょ く 


防衛 力 が 上 か り ま す 。・ 


) 系 の 閉 務 (人 ) : 真っ 赤 に 
、 贅 える 根性 を 映し た 様 な 民 地 


で す 。 基本 的 な 防具 と 言え る 


に で し お 計 3 
が 牡丹 の 異 地 ( 非 半 品 ) : 衣 導 
れる 香 持 が 業 しい 凍 委 で す 。 
( 出来 る だ け 旦 く 手 に 入れ た い ' 
です 。 
サン ダル (大 発 品 ) : 音 人 省 の お 
ME 
-、 る と すばやさ か タ し だ け 上 が 
の り ます 。 と ー 


ば いひ ん 


テッ キシ ュー ズ (人 : 
備 ま る ご 乾 放 な フッ トワ ー ク 語 
と な り ます 。」 


-@ ゲ ー ム クリ ア 
但 軸 で も 使え ます ) 


・ は 3b 記 は 4 、 みみ と うす じ せ ん う 
八 場 券 ・ 御堂 筋 線 


人 


9 6 場 券 で す 。 他 の N 
「~ れ ませ ん 。 


SE 
NR 
旨 


U し ん さい ば し えき か ん 人 
遇 人 2 
うう 


| て 打 の 期 iM 
3 区 間 定 期 : 御堂 0 
胃 で 恵美 有 還 駅 間 の 定期 

ドレ イン カー に: 2 か oe 

理 に 乗る 時 必 要 で す 。 

- カー ドロ ッ ク : ある 塵 を 前 ける 弟 に 沙 半 。 

マス ダー キー : 健 の か か っ て いる 置 を 全て 義 

| ける 著 の 出来 る 編 で す 。 

テレ ホン カー ド : 2 償 電 語 で セー - タ か 

出来 ます 。 -・ 

(2 の キー: 仁 うと 、 生 っ た 放 の ある 

に バイ ク で 移動 出来 る よう に な り ま す 。 


※ 記 や 議員 に 入ろう と し て ベル が 員 っ た 時 
は 必要 な アイ テム を 持っ て いな い の で 入れ ま 
せん 。 出会っ た 人 の 語 し を 良 ぐ 聞い て ヒン ト 
. を も ら う よう に し まし ょ う 。 | . 


(IO 15 10 局 MHD の 
re 8 
は や ある ぎ | 17 15 人 
な ぐ る 18 10 NIC が 
ぽく し ん | Ip 15 2 
ふん ば る ]5 p MMICWAD 
Se ら 、 18 p 人 
軸 昌 細 | 「 | IP 
ぷん な ぐる gB 80 Wei 
こん じょう 30 45 0 


だ や す 
出し 易く な る 


ぷっ と ば すず 


100 


いち げき 


一 時 的 に 疫 を 一 
で 吹っ飛ば せる 


お いのり 


eD 


幸せ に な れ よ うら 
に お 祈り を する 


 @ ほ な (接続 
それ で は ほそ れれ あら 8。 ざい な ら 」 


背 定 ・ 承 諾 な ど を 表す 言葉 「 せ や 、 せ や 」 
(そう だ 、 そ うだ ) 

唱 一 っ た ら (接続 

、 それ だ っ た ら 。「 一 、 え え や ん 」( そ れ だ っ た 
ら 良い で は な いで すか ) 

| さか い ( 要 続 ) 

」 だ か ら 。 そ れ で ある か ら 。「 一 、 あ か ん の や 」 
| (だ か ら 、 駄 自 な の だ ) 

、 @ し ば ・< ( 他 動 ) (上 類 : どっ つ ・ く <) 


角 る 。 生 <。 た だ し 「 ど つく 」 と は 、 言 業 に 


MI | か ん じょう ち が 50 う い 語 
、 込 め ら れ て いる 感情 が 違う の で 注意 する 事 。 


「 し ば く 」 は 香 な る ボケ に 対す る 突っ 込み で 全 


われ る 場 合 が 多 と く 、 
「 ど つく 」 は 林 
で 怒 朋 っ て いる を 場 
に 使う 。 間 
ニ ・ い だ る が 6 


@ ヤンキー (名) | 
"せっ た 。 も し < 
、 や た ら 福 の 藤 い 務 紅 て 首 

c い s 呆 凍 の | 
メン チ () < | 
に の と 言っ た 様 な 閑 
の 吾 。 関 和 地区 
お の れれ 、 交 に 切ら 
に ガン 族 ば し て る ん だ よ ) 
@ か ん に ん (名 ・ ・ 他 光 ) 


生生 2 還 人 の 0 し 
と いた る わ 。( 人 日 は この 沙 で 許し て お いて や 


3 


SU (人 ) ( 類 : 


する 、 ボク | 
@ ア ホホ (名 ・ 
も の ほん 5 いし 


最 か 閉 。 
阪 で は 単 な る の 


935 


セ っ の い ん ょ と 


内 を 刻ま な り 


あな た に 


レイ ヤー や カー 


ソル の 移動 


| 人 に 向かっ て 者 す と 落 が 間 け る 


うき 、 ノ は っ て い 
PHNNIMMNMINE 


使用 し ませ ん 


使用 し ませ ん 


0 in 


[ 2 請 ス 画 
| の 人 確認 等 が で きる 


面 を 開き レベ ル 


| 気力 の リス ト を 開き 使用 する 


NE 備 で きる 物 を 表 | . 
装備 させ る こと が で きる | 


| も ち も の 


| 弱っ eno 要 の な い 物 を 


| 捨て る こと が で きる 


アラ ャ みよ の の も の リト ラッ アト の リク 


人 し 約 ま か ん ない 時 いし ょ 50 う い が き 


保証 朋 間 内 に 、 取 説明 書 の 注意 書 に 
し た が っ て 、 MM し て い 
て 改 隊 し た 場合 に は 、 失 記載 内 傘 に 基 


サ よ L9 う り 
っ = 拓 し ょ す 。 
ほん し ま こ ほん こく な い 


本 午 は 日 本 国内 に お いて の み 和 有効 で す 。 


『 TECHIOS 


TECHTIOS JPar] CORP" 


[ 上 株式 会 せ テク ノ ス ジ ャ パン 
| 東京 者 新宿 区 歌舞 伎 町 6-81- 1 
| 昌和 MRHL 


4 


| [ 


も よう き て し 


ーー ーー 


1 間 間 NMGMINIAGS 
に 、 
| 上 、 

| イ 。 MP (お 四 ut 自 ) 
う は ん ば い 


の 吉久 こ 販 所 の ある 場合 は 、 お 買い 
上 げ 自 か ら B ヵ 月 間 。 


い が い は つば し げ 人 0 


ロ . 以外 の 瘍 合 は 、 発 発 白 か ら B ヵ 月 
間 。 0 


 ( ら ) 政 還 が 発生 し た 場合 は 、 人 誠に 銭 答 直 3 
も 3 ル こ 込 時 ご よう じょう きょう 


書 と 隊 拓 況 を 記入 し た 説明 を え | 
NH | 問 隊 時 還 間 
| (3) 修二 略 を お 湊 り くだ さる 場合 の 部 送 


4 よう きん 


料 矯 その 他 の 費用 は 、 お 客 様 の ご 催 反 と な 1 
り ま す 。 郵送 に 際 し て は 適切 な 梱包 の 上 、 


紛失 な ど を 防ぐ た め 簡 男 書 合 を ご 利用 くだ 提 
さい 。 1 


剖 代 中 の 事故 ・ - 緒 couco 仙 l、 
小 牡 と し て は 負い か ね ます の で 、 凍 悪し か ら 


ず ご 字 水 くだ さい 。 
| の 人員 誠 cb の ょ っ な 
埋 と な り ます 。 
| イ . 誤用 、 記 用 ぉ ょ O 唱 や な 取り 1 
扱い に よる 麗 二 


きい kL 氷 党 ョ < 旨 
1 災 、 、 落 置 その 他 の 天 | 
4 い ち へ ん い し 


員 水 寺 
0 に よる 改 障 ま た 


お り か いそ ぞう 。 ふと 9 し 99 9 こも まう 
八 . 無理 な 改造 や 不当 な 修理 に よる 故障 ま # 
そん L ょ 3 軸 


し よう 593 し 8 う 、、M208 5 っ 2 か 5 
使用 中 に 生じ た キズ や 衝撃 、 落 下 等 に 
こし よう そん し ょ う 1 


よる 設 剛 、 損傷 。 


びん ちょ 《 せ つか ん 


水 . 可 て 地 関係 な いも の が 原 半 と な っ | 
て 半 生 し た 麗 較 。 [ 


ほし 9L03 り し に か し ょ 
( 修理 申 入善 の ご 提示 が な い 昌 合 。 
度々 しょ まい ほっ = 


! (5) 本 半 は 背 発 行い た し ませ ん の で 、 大 切 に 
保 符 し て くだ さい 。 


* この 名 証言 は 本 因 に 明示 し た 店 間 、 件 
お りょう し ゆう り 


の も と | こ 無 修理 を お 約 乗 する も の で す 。 


し た が っ て 、 こ の 保証 書 に よっ て 、 お 客 
朱 律 上 の けん り 


様 の 法律 上 の 権利 を 制限 する こと は 一 切 

あり ませ ん 。 保証 経過 後 の 修 理 等 に 

つい て ご 不明 の 場合 は 、 小 社 に お 問い 人 

せく だ さい 。 

* 保 衣 間 造 後 の 作 較 に つ いて も 弟 拉 

理 が で きま すか 、 人間 用 部 の 保有 基 
加 | 


の 関係 か ら 、 その 期限 は 発売 日 か 
簡 と させ て いた だ きま す 。 


Nr 


ゆう 


JR 避 : 


っ 6 IO 0 


、 こし 5 は きき 
las 拓 
込 書 


| 必 科 其 吉 
上 修理 申 


中 


| 
| 
| 

- 
| 


、 ほし は 3L95 り 5 し ミカ し ょ 


_ 保 


| 曲 


お 買い 上 げ 日 


we2nZOt の GO の AG っ vp の の で の oo の つて < こつ ニニ フュ ニニ 


テク ノ ス ジャ > 


首 血 全 泊 
くに お くん 


えん そ と ぜ い 


5.3UD 円 ( 外 税 ) 


ウル 42 ルン リジン 


ね つけ つも の が た り 
熱血 物語 


っ けっ こう こう 
熱 


ン ゲ ー ム ソフ ト 


に 2) 


「 宮 
ドッ ジ ボ ー ル 部 
5.Bd0D 


PIONSHIP ダブ ルド ラゴン II 


そ と ぜ い 


白 ( 外 和 ) 


ダウ ンタ ウン スペ シャ ル 


ダブ ルド ラゴン 


くに お くん の 


時 代 劇 だ よ 全 員 集 人 すべ っ て ご 
B. 500H 交 ) B.600 


ン は 住 天堂 の 商標 で 9。 ケー ム / 


(THE HOSETIA STONE) 
B, 500 


し 4 う ご 


る ろ ん で 大 


いけ いけ 吉 血 沙 ッ ッ ケ ー 部 


外 税 ) 


作 天 例 の 調 恒 で す 。 


時 人 衝 きろ る く 


びっ くり 熱 


は る か な る 源 メ ダル 
( 


記 選 


Ninfendo) ロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ 


盾 ゲームボーイ 用 カセ ッ ト GA 人 AE BOY 


ダブ ル LULNRMEM 鍛 血 計 校 サッ カー 部 
ドラ ゴン 番外 誠 剛 貫 ワー ルド カッ プ 


3.50D 円 ( 肉 税 ) 8.500 幅 (内科) 8.50O 押 (内 鋭 ) 


還 ツル ドラ 


の 価格 は 全 で 標準 


祭 戦士 の 巻 どこ で も 大 電 人 


ボー ル 部 ダウ ンタ ウン 朱 


d. BOD 円 (内 税 
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